








要約 

生食水による肺洗浄にてサーファクタント欠乏状態とした成熟兎を用い,HFO(高頻度振動

換気法)単独,CMV(従来の換気法)単独,HFO と CMV を組み合わせた換気法計 5 種類の換気法

につき血液ガス,コンプライアンス,病理所見より検討した。HFO 単独の換気法は,CMV 単

独,HFO と CMV の組合せに比べ,血液ガス,コンプライアンス,病理所見とも良好で肺損傷は

少なかった。その理由は,HFO と CMV の組合せによる換気法にても baseline 圧が肺の

closing pressure 以下となり CMV 単独の際と同じ機序にて肺損傷が生じる可能性が大きい

と考えられる。 


